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だらだら長い文章で書かない
ポイントを箇条書きなどで分かりやすく
先行研究からたくさん引用してよい（引用のルールを守ること！）
⇒その上で、自分がどこに問題意識を持ったのか、を示す

これが研究タイトルと一致するはず

自分の研究の重要性や、研究のどこが魅力なのか分かるように！

データ、表、数値など具体的に示すこと
主観的表現（高い、大きい、多い、など）を使うときは注意が必要
※t検定などで客観的に示すことが重要

自分の仮説と実験結果が違ってよい。無理に結論づけないこと！

今後、結論を導くために何をしようと思っているのか？
どのようにして検証しようと思っているのか？
具体的に書く！
※ここの方針が立たない人は担当教員に相談すること

アンコールクラウ村の井戸水の状況とその浄化方法の工夫 蟇目百香 秋塲聡（２０１９）

・今回の研究では、昨年度の水質浄化班の実験を引き継ぎ、カンボジア・アンコールクラウ村
（アンコール遺跡群の付近にある）の家庭で利用できるろ過装置を設計している。前年度に
制作された大型の装置は設置場所・費用ともにコストが高いため、新たな案としてペットボトルを
利用した小型の装置を作成することとなった。
・装置は２リットルペットボトルを利用した小石、砂の２段緩速ろ過装置。２価鉄の濃度を１０％から
０．１％に低下できる。性能が落ちても中の土砂を洗うことで回復することが可能である。また
製作・手入れも容易な構造である。
・研究にあたって、名古屋環未来研究所がカンボジアの中学校に設置している『ＢＰフィルター』を
参考にした。この団体とはメールでの質問・返答もいただいた。
・今後は一番の問題である強度の改善と、生物膜の制作に向けたシステムの構築を行っていきたい。

・制作した装置に二価鉄濃度が１０％となるように調剤した硫
酸鉄を投入し、排出される水の二価鉄濃度をパックテストを用いて
測定した。一回の実験につき１０リットル投入し、開始時の濃度と
終了時の濃度を測定した。浄化基準は「処理後の濃度が３％未
満」として、この基準値を超えた場合は「手入れが必要」と判断し、
一度実験を中断した。
・装置の手入れは、砂を出した後ペットボトルとガーゼを洗い、こ
こで砂も洗うかどうかで性能の回復に差が出来るかどうかを比較
する。誤差の縮小と効率のため、それぞれ二個ずつ装置を用意し、
実験を行った。

・１０㎎/Lの二価鉄を０．１㎎/Lまで低下させることが可能。こ
れを連続１０回行うことが出来た。それ以降、二回ほどで限界値
へ到達した。
・手入れでは、砂を洗った場合は開始前と同等な性能を維持し、
５～１０回の継続利用も可能である。
・今回調査対象の村に浄水装置『BPフィルター』を設置した名
古屋環未来研究所とメールのやり取りを行った。緩速ろ過につ
いてのアドバイスや装置の詳細、制作で工夫した点などの情報
をいただいた。

・今回の実験では、期待していた以上の装置を製作することができた。しかし実用化にはまだまだ問題点が多い。今後は性能の低下
を抑えるとともに、性能をより回復するための手入れ方法の考案、装置の強度を高めること、また生物膜を作るためのシステム構築も
進めていきたい。また、現在の装置は物理ろ過のプロセスのみであるため、昨年度製作された大型装置での生物膜形成を踏み台とし
て、小型装置でも生物膜を形成するプロセスを構築していきたい。
・今回水の投下にはコック付きのプラタンクを使用したが、滴下速度が速すぎるとあふれてしまい、適正速度（120～240ml/分）にして
も流量の関係で放置していると止まってしまうことがある。装置本体の改善だけでなく、それに伴うシステム構築も並行して進めていき
たい。

・現行のシステムでは使用したいときに水を入れればよく、１０リットルを二時間弱で処理できる。
・実験の結果、連続使用は１００リットルまで可能ということになる。これが現地の平均水使用量と比較して
多いかどうかで、この装置の使いやすさも変わる。
・今回、実験に時間がかかるため装置をセットしたのち数時間後に様子を見に行ったのだが、バランスを崩して
装置が倒れたり、滴下速度が装置の許容量を超えて水が溢れるなどの問題が発生した。実用化にあたって、
装置の性能だけでなく使いやすさも求められることを実感させられた。
・実際に家庭で使用するときに、常に通水している場合と、断続的に通水した際に性能に差が出来るかも
検証する必要がありそうだ。

遺跡保護のため、地面の掘削が
制限されており、大規模な
浄水施設の建設が難しい

家庭で使える小型の浄化装置の製作

フィールド：アンコールクラウ村 ・前年度までの課題（本校における緩速ろ過装置）
２０Ｌのバケツを利用したが、設置に大きな
面積を必要とすること、処理される水が多く、
家庭では使い切れないことが問題として
挙げられた ↓
・今年度の目標
２Ｌペットボトルを使用した小型装置を製作する

・現地調査で分かったこと
○浄化の過程が見えるほうが安心でき、それゆえ市販の水より
家で浄化した水のほうがきれいだと思っている

○予想していたより市販の浄化装置を所持している家庭が多い

・２リットルペットボトルを二本使用
・装置の土砂層は、二層ともに９センチ
・砂層には径七ミリ以下のセメント用砂

装置に１０㎎/Ｌの二価鉄溶液を投入
→処理された液の二価鉄濃度を
パックテストで測定、濃度が０．３㎎/Ｌ以上
になった場合、手入れを行い、それ以下
ならば続行する。

連続で１００Ｌ分の鉄分を除去可能！

○実用に向けたさらなる改善
・使用頻度による性能の変化の調査
・家庭利用に最適な水の量の検討
・より頑丈な装置の製作
・投入や受け口などの装置周辺機器

物理ろ過＋生物ろ過に向けて、
大型装置を踏み台として、
小型装置でのシステム構築を行う

上層：石
（径１㎝～）

下層：砂
（径～１㎝）

しかし…
・装置がバランスを崩して倒れたり、水があふれたりした
・適正速度（１２０～２４０ml/分）でも、投入するタンクの水が止まってしまうことがある

↓
○性能だけでなく、使いやすさも重要
○現状では定期的に確認する必要がある

現地の課題

研究の目的

研究結果

図３．製作した装置 図４．ＢＰフィルター

図５．装置の手入れ

図２．昨年度の装置

図１．アンコールクラウ村の位置


